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 いわふね 

自然愛好会 

会 報 

 

2024年度(第21回)総会終わる 

日 時：１月22日（日） 午後1時00分開会 

場 所：村上市教育情報センター  視聴覚ホール 

 

2024年度(第21回)総会が村上市

教育情報センター1階視聴覚ホール

において開催されました。座席の間

隔を空け、座席の消毒、マスク着用

など、新型コロナ感染症防止の対策

をとって行われました。後半は、青

木貴志様の講演会があり、市民の参

加者も多く、盛況でした。 

 

 2024年度総会に当たって（挨拶文） 

                いわふね自然愛好会会長 富樫 繁春 

 

 

昨年は、新型コロナ感染症の状況を見ながら、

総会と講演会は何とか開催しましたが、懇親会と宿

泊研修会などを中止しました。しかし、観察会は会

員を中心に開催してきました。 

また、3年間、自然調査に取り組んできました高

坪山の報告書の発行が、本来なら3月発行の予定

が編集に時間がかかりましたが、ようやく今日の総

会に間に合わせることができました。 

次に、環境省から委託されたアカハネバッタ保

全活動も2年目で、個体数調査と砂丘植生調査の2

本立てで15回、延べ102名の参加で取り組み、その

果は、報告書として環境省へ提出します。同じもの 

 

 

 

を会員の皆さんへもお届けします。本年度は、同

種の見守りと生息環境整備を中心に取り組む計

画です。是非ご参加をお願いします。 

 昨年の参加人数は、観察会143人(下見含む)、

学習支援499人(下見含む)、山元遺跡周辺調査 

73名、みらいファンド事業112名、環境フェスタ多

数、みもとの池保全4名、計933名余りでした。 

さて、本年度は創設21年目。懇親会、宿泊研

修会など、徐々に活動を元に戻しつつ、安全に

配慮し、楽しい活動を計画していきたいと思い

ます。  
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総会の概要は次のとおりです。 

(報告事項) 

会員入退会では、退会3名、新規入会は長谷川 

さん、菅井美さん、板越さん、渡辺由さん、金子武

さんの5名、会員数は76名。 

(第1号議案) 

2023年度の事業報告並びに収支決算の承認 

(1)事業報告 

会議に関するものは7回。研修に関するもので

は、宿泊研修は中止。観察会は6回開催、計画

したものの雨天のため中止が１回。下見時の参

加数を含め参加総数は143名。他に学習支援、

山元遺跡周辺の自然調査、あらかわみらいファ

ンド助成関連、アカハネバッタ保全事業、環境保

全支援活動などの報告。 

(2)決算報告・監査報告 

収入の部 会費72,000円・繰越金74,930円・

雑収入61,580円、合計208,510円。越金74, 

 

（第2号議案） 

2024年度事業計画(案)と会計予算(案) 

(1)事業計画案 会議に関するもの9件、研修

会2件、観察会6回、山元遺跡周辺自然観察 

15回、環境保全活動等が提案される。 

(2)会計予算案 収入･支出147,000円。 

(3)役員改選案（下表のとおり） 

以上の3議案は、審議の結果、原案どおり

議決されました。 

 

 

 

 

 

 

 

支出の部 主なものは、通信費や消耗品費、 

 資料印刷代等の事務費22,662円、研修会や観 

 察会・会報作成等に係る事業費91,101円、雑 

費50,000円はＨＰ作成費。合計は164,513円と 

なり、収支差額は43,997円、次年度に繰越さ 

れる。 

その他、高坪山の自然に親しむ会及びアカ 

 ハネバッタ保全請負業務の収支報告と監査報 

告。 

 

 

 

《研修会》  講演会 

講師 : 青木 様  (いわふね自然愛好会会員) 

 

今回講師を務めたの青木会員は、潜水士、スキューバダイビング等の有資格者で、『笹川流れの

自然』（いわふね自然愛好会, 2014）では、笹川流れの海産生物159種を記載している。 

その後も調査を継続、60回以上も潜水している。水中撮影した画像を投影しながら魚類60種、ウ

ミウシ類30種、クラゲ6種、サンゴ類3種などを紹介。 

講演の中で、笹川流れは周囲からの流入河川が多いために塩分濃度(栄養塩)が低く、（5ページへ） 
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カタクリ 

カタクリ 

 

（2ページより）

また、砂浜

の粒子が大

きい、波浪

による岩の

浸食と地殻

変動の繰り

返しとで急峻な崖が多く、地形が複雑である。 

一方、海藻が豊富な要因は、河川の流れが速

いため、海水の交換が良く栄養が届く。岩盤が

あるので、荒波でも流れずに定着に寄与、海水

の透明度が高いために日光がよく届くなどに 

よるもの。 

 講演を聞いて    

  佐藤 さん(村上市) 

いつも見慣れた笹川流れの海に、あれほ

ど多種多様な生物がおり、ウミウシだけで

も30種と聞き驚きました。 

 また、海水の透明度が高いために日光が

十分に入ることで海藻が豊富とのこと。郷

土を自慢したくなりました。 

 そして、講師の調査にかける情熱を強く

感じました。報告書記載では14回、その後

も60回潜水。これは、陸上と異なり専用の

装備が必要で、危険度も高い中での驚異的

な回数です。また、魚など動き回る生物を

探し当てるのは大変なこと。  

見たことのない海の中の景色にワクワク

します。 

 

《観察会》  山元遺跡周辺自然観察会    ３月３１日(日) 

3月31日(日)、今年度最初の観察会が、吉井雅勇様(村上市教育委員会・埋蔵文化財室長)と 

大野淳史様の案内・説明を交えて開催されました。天候に恵まれ快適な気候でした。 

参加者は、子供2名を含む30名(講師2名､市民 

14名､会員14名)、3班に分かれて植物観察を行い、

山頂部では3ヶ所で遺跡の発掘の様子と概要の

説明がありました。お目当てのカタ

クリが、お昼近くになってたくさん開

花し、参加者の目を引きました。 

※山元遺跡は、越後平野北部の丘陵の上に営まれた、弥生時代後期（今から1,900年前）に 

最盛期を迎えた集落跡と言われています。高速道路の建設の際に新潟県教育委員会が 

行った調査で発見され、極めて重要な遺跡であることが分かったため保存されたものです。 

 

山元いせき見学と植物かんさつ会に参加して 

 星野 さん（小4） 

思ったことは、まず、1つ目は山を登るとき

にとてもわくわくしたこと。 

 次に、ふだんは見られないめずらしい植物が

見られて楽しかったこと。ショウジョウバカマ

やカタクリ、コシノカンアオイ等のとくていの

場所にしか育たない植物やぜつめつきぐしゅ

の植物を見ることができました。また、山元い

せきのれきしや住んでいた場所、食べ物、育て

ていた作物等を聞くことができました。今でも

よく使われているガラスや鉄、銅などが、すで

にやよい時代にあったことを知り、とてもおど

ろきました。 

最後に、やよい時代のくらしについてもっと

知りたくて、きょうみがわき、帰りに図書館に

よってやよい時代の本を2さつかりました。 

 山元遺跡周辺自然観察会に参加して 

               石栗 さん（朝日） 

自然観察会には関心がありましたが、体力の

こともあり、これまで躊躇していました。 

今回の観察会の行程が自分にも大丈夫そう

なことと、弥生時代の遺跡の説明会もあること

から参加しました。 

カタクリやスミレなどの可憐な草花を見な

がら登る道は楽しく、春の芽吹きが感じられ清

々しい気持ちになりました。 

また、遺跡が大変重要なものであることから

保存されたことなど、村上市教育委員会による

説明も興味深いものでした。説明後に見る丘陵

部先端からの眺望は格別で、いにしえに想いを

馳せることができました。 

観察会に参加して本当に良かったです。楽し

い春の一日でした。 
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《観察会》  高坪山自然観察会     ４月２１日(日) 

4月21日（日）に高坪山自然観察会が開催されました。参加者は9名（市民3名、会員6名）と少数 

でしたが、芽吹いたばかりの植物を堪能しました。 

展望台からは朳差岳（えぶりさしだけ）や二王子岳など飯豊連峰 

の白い峰々が輝いて見えました。ウグイスもきれいな鳴き声で歓迎 

してくれました。タムシバ、ユキツバキ、ヤマ

ツツジ、フジ、ガマズミ、オオカメノキ（ムシ

カリ）などの花が咲き、下山道脇にはアラカワ

カンアオイが咲いていました。 

下山に利用した城跡コースは、 

下草を刈り払ったばかりの階段もロープもない急峻な登山道で、 

利用者、特に初心者向けに早い整備が望まれます。 

 

初めての観察会 

駒澤 さん（村上） 

初めて参加させていただきました。何回か山登りはし

ているのですが、草花の説明を聞くのは初めて。スミレ

だけでも図鑑ができるという話に驚きました。また、遠

くから山に咲いているフジの花をみてキレイだなとおも

っていたのですが、樹については想像したこともなく、

他の木に巻き付いて成長している姿に驚きました。本当

に、何も知らなかったことばかりだったので、とても勉

強になりました。皆様、ありがとうございました。 

 

 初めての観察会 

  石田 さん（村上） 

 登山歴2年目。今まで、山を駆ける

ように登り降りしてきたばかりで、今

回のようにじっくり花の特徴を見る

こともなかった。 

 また、展望台からは遠くの白い山

々の峰を望み、その名前を教えていた

だいた。楽しかったので、また参加し

たい。 

 

 

 

コメリ緑育成財団 

2月2日(金)、新潟市日航ホテルで“コメリ緑育成財団 

助成授与式”があり、会長がアカハネバッタ保全活動に 

ついて発表しました。財団からは12万円が寄贈され、4月 

に活動資材を購入し、塩谷の木村会員の車庫に収納・保 

管しました。 

 

 

次の方が新入会しました。 

佐藤 美さん（村上） 

駒沢 則さん （村上） 

 小田 ヒさん（朝日） 

         よろしくお願いします。 

単幹巨木ブナ前 
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アラカワカンアオイ 
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